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■ 要  旨 ■ 

港湾法の改正に伴い、民間事業者が保有する桟橋において補強工事の必要性が高まっている。また船舶の大

型化や荷役機械の大型化に伴う桟橋機能拡張の需要も高まってきており、そのための補強も必要となってきている。

一方で、近年は省力化施工が求められていることから、施工が容易な補強工法が望まれている。これらを踏まえ、

著者らは桟橋杭頭部に着目した補強工法を提案する。本論文では、提案する補強工法に対して正負交番載荷実

験を行い、補強効果の確認と補強設計の妥当性に関して検討した。実験結果から、提案する工法の補強効果が確

認でき、また補強設計が概ね妥当であることも示された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1 補強工法の概念図 

(a) 鋼管で補強する方法 (b) 鋼棒で補強する方法 
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図-7 各試験体の荷重－変位関係 

-60

-40

-20

0

20

40

60

-200 -150 -100 -50 0 50 100 150 200

載
荷
荷
重

P
(k

N
)

水平変位 δ (mm)

0.5εy
4δy3δy

2δy
1δy

全塑性（鋼管）

降伏（鋼管）

fy = 419N/mm2

-60

-40

-20

0

20

40

60

-200 -150 -100 -50 0 50 100 150 200

載
荷
荷
重

P
(k

N
)

水平変位 δ (mm)

0.5εy

5δy
4δy3δy2δy

1δy
全塑性（鋼管）

降伏（鋼管）

fy = 419N/mm2

-60

-40

-20

0

20

40

60

-200 -150 -100 -50 0 50 100 150 200

載
荷

荷
重

P
(k

N
)

水平変位 δ (mm)

0.5εy

5δy
4δy3δy2δy

1δy
全塑性（鋼管）

降伏（鋼管）

fy = 419N/mm2

(a) Case1 

(b) Case2 

(c) Case3 

図-15 補強部材に発生した軸力 
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